
沼南の百庚申 柏
駅
か
ら
沼
南
の
布
瀬
行
き
の

バ
ス
を
手
賀
東
小
学
校
前
で
降
り

る
と
、
こ
の
百
庚
申
の
お
出
迎
え

に
逢
う
。
小
学
校
と
は
反
対
の
、

す
ぐ
白
井
に
な
る
田
ん
ぼ
の
中
に
、

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
「
ア
ネ
シ

ス
」
が
あ
っ
て
、
素
人
演
劇
集
団

「
だ
い
こ
ん
座
」
の
慰
問
公
演
を

手
伝
い
に
来
た
の
だ
が
、
お
お
ら

か
な
、
の
ん
び
り
し
た
、
こ
の
百

庚
申
の
行
列
か
ら
世
間
離
れ
し
た

話
声
が
聞
こ
え
そ
う
な
気
が
し
た
。
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増
尾
の
百
庚
申
は
紹
介
し
た
。
右
の
写

真
の
よ
う
な
過
密
、
こ
の
地
の
小
字
が
庚

申
塚
で
、
他
に
も
庚
申
の
地
名
は
多
い
。

人
間
の
体
の
中
に
は
三
尸
（
さ
ん
し
）

と
い
う
虫
が
い
て
、
六
十
日
ご
と
の
庚
申

の
夜
に
、
人
が
眠
っ
て
い
る
間
に
天
に
の

ぼ
り
、
そ
の
悪
行
を
神
に
報
告
、
寿
命
を

ち
じ
め
る
。
こ
の
た
め
庚
申
の
日
に
は
眠

ら
ず
、
三
尸
の
虫
の
昇
天
を
ふ
せ
ご
う
、

と
い
う
の
が
庚
申
信
仰
。
庚
申
塔
と
な
り

青
面
金
剛
（
し
ょ
う
め
ん
こ
ん
ご
う
）
を

祭
る
。

青
面
金
剛
は
一
面
三
眼
六
臀
、
蛇
が
巻

き
つ
き
、
見
ざ
る
、
言
わ
ざ
る
、
聞
か
ざ

る
の
三
猿
が
つ
く
。
中
国
の
道
教
か
ら
伝

わ
り
、
日
本
の
民
間
信
仰
の
中
で
、
独
自

の
発
展
し
た
も
の
だ
と
い
う
。
経
典
め
い

た
も
の
は
な
い
。

信
仰
は
常
に
娯
楽
と
結
び
つ
く
。
三
尸

の
虫
を
防
ご
う
と
、
庚
申
待
ち
に
集
ま
っ

た
村
人
た
ち
は
、
飲
み
食
い
し
、
懇
親
を

深
め
、
息
抜
き
の
場
を
作
り
出
し
て
き
た
。

布
瀬
の
百
庚
申
は
、
文
政
七
年
（
一
八
二

四
）
か
ら
明
治
八
年
（
一
八
七
五
）
ま
で

の
も
の
だ
が
、
明
治
に
な
っ
て
も
風
習
は

残
っ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

因
み
に
、
こ
れ
か
ら
の
庚
申
の
日
は
、

七
月
三
十
日
、
九
月
二
十
八
日
、
納
め
の

庚
申
が
十
一
月
二
十
七
日
に
な
る
。
徹
夜

で
酒
を
飲
み
ま
す
か
。

過密！増尾の百庚申↓

神
に
人
の
悪
行
を
告

げ
口
す
る
三
尸
の
虫

の
昇
天
を
防
ご
う
！


